
JP 2001-26279 A5 2005.11.24

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ２ 部 門 第 ５ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 17年 11月 24日 (2005.11.24)
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2001-26279(P2001-26279A)
【 公 開 日 】 平 成 13年 1月 30日 (2001.1.30)
【 出 願 番 号 】 特 願 平 11-200372
【 国 際 特 許 分 類 第 ７ 版 】
   Ｂ ６ ２ Ｄ    6/00   
   Ｂ ６ ２ Ｄ    5/04   
   Ｂ ６ ６ Ｆ    9/24   
// Ｂ ６ ２ Ｄ  113:00   
【 Ｆ Ｉ 】
   Ｂ ６ ２ Ｄ    6/00          
   Ｂ ６ ２ Ｄ    5/04          
   Ｂ ６ ６ Ｆ    9/24          Ｚ
   Ｂ ６ ２ Ｄ  113:00          
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 10月 3日 (2005.10.3)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 ０ ０ ０ ８ 】
　 【 発 明 の 実 施 の 形 態 】 以 下 に 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
実 施 の 形 態 １ ． 図 １ は 、 こ の 実 施 の 形 態 １ に 係 る パ ワ ー ス テ ア リ ン グ 制 御 装 置 の 電 気 回 路
の 構 成 を 示 す 回 路 図 で あ る 。 こ の パ ワ ー ス テ ア リ ン グ 制 御 装 置 は 、 図 ３ に 示 し た 従 来 の 制
御 装 置 に お い て Ｅ Ｃ Ｕ ２ の 代 わ り に 、 こ の 発 明 に 制 御 回 路 を 構 成 す る Ｅ Ｃ Ｕ １ ０ ２ を 用 い
、 さ ら に 、 デ ィ ス プ レ イ ユ ニ ッ ト １ １ ０ が Ｅ Ｃ Ｕ １ ０ ２ と 接 続 さ れ た も の で あ る 。 パ ル ス
エ ン コ ー ダ １ は 、 図 示 し な い ハ ン ド ル の 回 転 角 度 に 応 じ て パ ル ス を 発 生 す る も の で 、 Ｃ Ｐ
Ｕ １ ０ ２ ａ お よ び 駆 動 回 路 １ ０ ２ ｂ を 備 え た 電 子 制 御 装 置 で あ る Ｅ Ｃ Ｕ １ ０ ２ と 電 気 的 に
接 続 さ れ て い る 。 ポ テ ン シ ョ メ ー タ ６ は 、 タ イ ヤ の 切 れ 角 を 検 出 す る セ ン サ で あ り Ｅ Ｃ Ｕ
１ ０ ２ と 接 続 さ れ て い る 。 Ｅ Ｃ Ｕ １ ０ ２ の Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ ２ ａ は こ の パ ル ス 信 号 の パ ル ス 数 を
カ ウ ン ト し 、 そ の カ ウ ン ト 数 か ら ハ ン ド ル 操 舵 量 を 算 出 す る 。 Ｐ Ｓ モ ー タ （ ス テ ア リ ン グ
モ ー タ ） ３ は 、 図 示 し な い タ イ ヤ を 操 舵 す る 電 動 機 で あ り 、 ト ラ ン ジ ス タ 回 路 １ １ 乃 至 １
４ を 介 し て Ｅ Ｃ Ｕ １ ０ ２ の 駆 動 回 路 １ ０ ２ ｂ と 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 Ｐ Ｓ モ ー タ ３ に は
、 Ｐ Ｓ モ ー タ ３ の 電 流 を 検 知 す る 電 流 セ ン サ ３ ａ が 設 け ら れ 、 Ｅ Ｃ 接 続 さ れ て
い る 。 さ ら に 、 Ｅ Ｃ Ｕ １ ０ ２ に 電 力 を 供 給 す る バ ッ テ リ ７ が 設 け ら れ 、 キ ー ス イ ッ チ ８ を
介 し て Ｅ Ｃ Ｕ １ ０ ２ と 接 続 さ れ て い る 。 Ｐ Ｓ モ ー タ ３ は 、 ヒ ュ ー ズ ９ を 介 し て バ ッ テ リ ７
と 接 続 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ ２ ａ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ３ あ る い は Ｓ １ ３ ５ で 設 定 さ れ た 目 標 タ イ ヤ 切 れ 角
θ Ｔ に な る よ う に Ｐ Ｓ モ ー タ ３ を 駆 動 制 御 す る （ ス テ ッ プ Ｓ す な わ ち 、 Ｃ Ｐ Ｕ

Ｕ １ ０ ２ と

１ ３ ６ ） 。



１ ０ ２ ａ は 、 目 標 タ イ ヤ 切 れ 角 θ Ｔ と タ イ ヤ 切 れ 角 と の 差 分 に 基 づ い て 、 デ ュ ー テ ィ 比 を
算 出 し ト ラ ン ジ ス タ 回 路 １ ３ ま た は １ ４ を 介 し て Ｐ Ｓ モ ー タ ３ へ Ｐ Ｗ Ｍ （ パ ル ス 幅 変 調 ）
出 力 す る と と も に 、 Ｐ Ｓ モ ー タ ３ の 回 転 方 向 を 決 め る 出 力 信 号 を ト ラ ン ジ ス タ 回 路 １ １ ま
た は １ ２ を 介 し て Ｐ Ｓ モ ー タ ３ に 出 力 す る 。 さ ら に 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ ２ ａ は 、 ポ テ ン シ ョ メ ー
タ ６ で 検 出 し 続 け て い る タ イ ヤ の 切 れ 角 が 目 標 タ イ ヤ 切 れ 角 θ Ｔ に な っ た ら 、 中 立 制 御 を
中 止 し 、 Ｐ Ｓ モ ー タ ３ へ の Ｐ Ｗ Ｍ 出 力 を 停 止 す る 。 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ４ で 、 タ イ ヤ が
中 立 に 対 し て 右 側 に 操 舵 さ れ て い な い 場 合 に は 、 タ イ ヤ が 既 に 中 立 位 置 に あ る と 判 断 し て
一 連 の 処 理 を 終 了 す る 。 こ こ で 、 上 述 し た オ フ セ ッ ト 角 Ｘ ° の 具 体 的 な 値 は 、 タ イ ヤ に か
か る 輪 重 、 路 面 の 摩 擦 係 数 、 タ イ ヤ の ね じ り 剛 性 等 に 基 づ く タ イ ヤ 反 力 を 考 慮 し て 、 予 め
定 め ら れ た 値 で あ り 、 例 え ば 、 ５ ° に 設 定 さ れ る 。 こ の 値 が Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ ２ ａ の 図 示 し な い
内 部 メ モ リ に 格 納 さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 タ イ ヤ が 操 舵 さ れ て い る 方 向 と 逆 方 向 に 、 オ
フ セ ッ ト 角 Ｘ ° だ け 中 立 位 置 か ら ず れ た 位 置 に 目 標 タ イ ヤ 切 れ 角 θ Ｔ を 設 定 し て い る の で
、 目 標 タ イ ヤ 切 れ 角 θ Ｔ に な っ た と こ ろ で 中 立 制 御 を 中 止 す る こ と に よ り 、 タ イ ヤ 反 力 に
よ っ て タ イ ヤ が 戻 さ れ て 中 立 位 置 と な る 。 こ の と き 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ ２ ａ に よ る Ｐ Ｓ モ ー タ ３
の 駆 動 は 中 止 し て い る の で 、 Ｐ Ｓ モ ー タ ３ の 電 流 消 費 量 は 増 大 し な い 。
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